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複合おうぎ形の回転移動・２ 

 

 半径６㎝，中心角４０度のおうぎ形ＯＡＢとＯＣＤを，点Ａ，Ｏ，Ｃと点Ｂ，Ｏ，Ｄがそれぞれ一直線に

なるように組み合わせた図形が，図のように直線Ｌ上を点Ｂが直線Ｌと重なる位置（㋐の位置）から点Ａが

直線Ｌと重なる位置（㋑の位置）まですべることなく転がっていきます。㋐の位置から㋑の位置まで図形が

回転するときに，図形が通った部分の面積を求めなさい。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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複合おうぎ形の回転移動・２ ２５１.２㎝２ 

 

 ＡＣ，ＢＤが直線Ｌと垂直になる位置をそれぞれ㋒，㋽とすると，おうぎ形を組み合わせた図形の回転の

様子は図①のようになります。 

 

図① 

 

 

 

 

 

 

 よって，図形が通った部分は図②のように分けることができます。 

 

    図② 

 

 

 

 

 

斜線部分 

 半径６㎝，中心角４０度のおうぎ形２個分なので，６×６×３.１４×
４０

３６０
×２＝８×３.１４（㎝２） 

あみ目部分 

 半径１２㎝，中心角７０度のおうぎ形２個分なので， 

１２×１２×３.１４×
７０

３６０
×２＝５６×３.１４（㎝２） 

影をつけた部分 

 たて１２㎝，横が６×２×３.１４×
４０

３６０
＝

４

３
×３.１４（㎝）なので， 

１２×
４

３
×３.１４＝１６×３.１４（㎝２） 

 

以上より，（８＋５６＋１６）×３.１４＝２５１.２（㎝２）です。 
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